
３．単元構想について

○身に付けたい力

○言語活動

・評 価
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身に付けたい力身に付けたい力身に付けたい力身に付けたい力

→①目標(めあて)を明確にもつ

→②実態をつかむ

適切な目標(めあて)の設定



学習指導要領の（１）指導事項

奈良県教育委員会





奈良県教育委員会

言語活動

目標(ねらい)を達成するための手段と

して位置付ける

言語活動を通して、

目標(ねらい)を達成する



学習指導要領の（２）⾔語活動例

奈良県教育委員会
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言語活動の充実に

関する指導事例集

～思考力、判断力、表現～思考力、判断力、表現～思考力、判断力、表現～思考力、判断力、表現

力等の育成に向けて～力等の育成に向けて～力等の育成に向けて～力等の育成に向けて～

【中学校版】

文部科学省

Webアドレス

http://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/new-cs/gengo/1306108.htm



平成27年度

全国学力・学習状況調

査の結果を踏まえた

授業授業授業授業アイディアアイディアアイディアアイディア例例例例

Webアドレス

http://www.nier.go.jp

/jugyourei/index.htm

奈良県教育委員会



５ ⾔語活動についての教員の適切な評価により、学習の
質が高まっている

４ 言語活動が単元全体に位置付けられており、付けたい
⼒に合っている

３ 言語活動が単元全体に位置付けられているが、活動が
マニュアル的である

２ 言語活動が単元全体に位置付けられているが、付けた
い⼒に合っていない

１ 言語活動はされているが、単元全体に位置付けられて
いない

０ 生徒の主体的な言語活動が設定されていない

言語活動が授業にどのように位置付けられているか



資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実

○ 現行の学習指導要領においては、全ての教科において

言語活動を重視し充実を図ってきたところであるが、今後

「アクティブ・ラーニング」の三つの視点からの指導の改

善・充実を実現していくためには、より一層、言語活動の

充実を図り、全ての学習の基盤である言語能力を向上させ

ることが必要不可欠である。

○ このため、国語科が言語能力を育成する中心的役割を

担いながら他教科等と連携し、子供たちの言語能力の向上

とともに、各教科等において育成する資質・能力の育成に

も資することがカリキュラム・マネジメントの観点からも

重要である。

（中央教育審議会教育課程部会

国語ワーキンググループにおける取りまとめ（案）より）
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他教科等他教科等他教科等他教科等とのとのとのとの連携連携連携連携





ⅰ） 習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に

応じて育まれる見方・考え方を働かせて思考・判断・表

現し、学習内容の深い理解や資質・能力の育成、学習

への動機付け等につなげる「深い学び」「深い学び」「深い学び」「深い学び」が実現できてい

るか。

ⅱ） 子供同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の

考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自らの考えを

広げ深める「対話的な学び」「対話的な学び」「対話的な学び」「対話的な学び」が実現できているか。

ⅲ） 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の

方向性と関連づけながら、見通しを持って粘り強く取組み、

自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」

が実現できているか。

アクティブ・ラーニングの三つの視点



国語科における授業づくりの留意点

深い学びの実現のために

○○○○ 当該単元において、指導事項を通じて当該単元において、指導事項を通じて当該単元において、指導事項を通じて当該単元において、指導事項を通じて育成したい国語の育成したい国語の育成したい国語の育成したい国語の

資質・能力を明確に資質・能力を明確に資質・能力を明確に資質・能力を明確にする。する。する。する。

○○○○ 当該単元で育成したい国語の資質・能力の育成に適した当該単元で育成したい国語の資質・能力の育成に適した当該単元で育成したい国語の資質・能力の育成に適した当該単元で育成したい国語の資質・能力の育成に適した

言語活動を通して言語活動を通して言語活動を通して言語活動を通して指導する。指導する。指導する。指導する。

○○○○ 生徒自身が生徒自身が生徒自身が生徒自身が目的や必要性を意識して取り組める学習目的や必要性を意識して取り組める学習目的や必要性を意識して取り組める学習目的や必要性を意識して取り組める学習とととと

なるよう、学習課題を工夫する。なるよう、学習課題を工夫する。なるよう、学習課題を工夫する。なるよう、学習課題を工夫する。



国語科における授業づくりの留意点

○ 友達や教員、地域の人との交流を通じて、

ものの見方や考え方を広げたり深めたりする

○ 本の作者などとの交流を通じて、ものの見方や

考え方を広げたり深めたりする

対話的な学びの実現のために



国語科における授業づくりの留意点

○ 生徒が学習の見通しを立てたり、学習したことを

振り返ったりする活動を計画的に取り入れる

○ 主体的に学習に取り組む態度の評価を工夫する

主体的な学びの実現のために



奈良県教育委員会

評 価

｢目標(めあて)｣に準拠した評価

｢活動｣に準拠した評価



奈良県教育委員会

目標に準拠した評価



生生生生 徒徒徒徒

奈良県教育委員会

このようなこのようなこのようなこのような姿姿姿姿をををを表表表表

してほしいというしてほしいというしてほしいというしてほしいという

““““一本一本一本一本のののの線線線線””””

手立てを講じる手立てを講じる手立てを講じる手立てを講じる

手立てを講じる手立てを講じる手立てを講じる手立てを講じる



４．読書指導、漢字指導について



実施校数 実施率

小 学 校 １９２校／全２０２校 ９５.０％

中 学 校 ７０校／全１０４校 ６７.３％

高 等 学 校 ２７校／全 ３５校 ７７.１％

平成27年度 全校⼀⻫読書の実施状況（奈良県）

読書指導について読書指導について読書指導について読書指導について



奈良県教育委員会

○第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画

（平成25年５月 閣議決定）

「今後10年間で不読率

を半減させること」を

目標にする。

おおむね５年後に、

（平成29年）

・小学生＝３％以下

・中学生＝12％以下

・高校生＝40％以下

読書指導について読書指導について読書指導について読書指導について



読書指導について読書指導について読書指導について読書指導について



漢字指導について漢字指導について漢字指導について漢字指導について

中学校における漢字の書きの指導

「学年別漢字配当表に⽰されている漢字」
＝⼩学校１年から６年までに学習する漢字



漢字指導について漢字指導について漢字指導について漢字指導について

奈良県教育委員会



漢字指導について漢字指導について漢字指導について漢字指導について

奈良県教育委員会



奈良県教育委員会

漢字指導について漢字指導について漢字指導について漢字指導について

○小学校学習指導要領

「漢字の指導においては、学年別漢字配当表に示す

漢字の字体を標準とすること」

○小学校学習指導要領解説国語編

「･･･しかし、この『標準』とは、字体に対する一つ

の手がかりを示すものであり、これ以外を誤りとする

ものではない。」

○「学校教育での筆写（手書き字形）の取扱いについて」

（平成22年11月30日 文部科学大臣政務官通知）

・児童生徒が書いた漢字の評価については、指導した

字形以外の字形であっても、指導の場面や状況を踏ま

えつつ、柔軟に評価すること。



奈良県教育委員会

漢字指導について漢字指導について漢字指導について漢字指導について

WebWebWebWebアドレスアドレスアドレスアドレス

httphttphttphttp://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshi://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshi://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshi://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshi

rase/hodohappyo/2016022902.htmlrase/hodohappyo/2016022902.htmlrase/hodohappyo/2016022902.htmlrase/hodohappyo/2016022902.html

常用漢字表の

字体・字形に関する指針(報告)

平成28年２月29日

文化庁文化部国語課

文化庁のWebページからダウンロード
できます。

書籍化もされています。


